
データ活用の

真価を検証ナる

離
島
で
の
調
剤
情
報
共
有
の
取
り
組
み
と

デ

l
タ
活
用

前
田
隆
浩

要
旨
一
長
崎
県
五
島
市
に
お
い
て
、
市
内
全
域
の

調
剤
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
一
元
管
理
す
る
調
剤

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
服
薬
指
導
に

役
立
て
る
ほ
か
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
地
域
全
体
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

デ
ー
タ
の
積
極
的
活
用
が
進
む
中
で
求
め
ら
れ
る

効
果
的
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
急
速
に

I
T
化
が
進
む
中
、

医
療
分
野
で
は
「
先
進
的
I
T
活
用
に
よ
る
医
療
を

中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
」
や
地
域

医
療
再
生
基
金
を
活
用
し
た
各
種
事
業
、
そ
し
て
「
新

た
な
情
報
通
信
技
術
戦
略
」
に
お
け
る
「
ど
こ
で
も

M
Y
病
院
」
構
想
や
「
シ
l
ム
レ
ス
な
地
域
医
療
連

携
」
等
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

I
C
T
を
活
用
し

た
地
域
医
療
連
携
の
全
国
的
な
展
開
・
普
及
が
図
ら

れ
て
き
た
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は

2
0
1
5
年
に
「
患
者
の

た
め
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
、

I
C
T
を
活

• 
長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

先
進
予
防
医
学
共
同
専
攻
地
域
医
療
学
分
野

用
し
た
服
薬
情
報
の
二
克
的
・
継
続
的
把
握
と
地
域

医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
普
及
を
進

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
年
の
日
本
再
興
戦
略
に
デ

l
タ
に
基

づ
く
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
効
果
的
・
効
率

的
な
保
健
事
業
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
l
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

が
掲
げ
ら
れ
、
各
種
デ

l
タ
の
積
極
的
活
用
が
始

ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
地
域
医
療
の
現
場
で
は
、
医
療
の
細
分
化

や
医
師
の
地
域
偏
在
、
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
っ
て
、

医
療
確
保
と
と
も
に
医
療
介
護
連
携
や
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
の
拡
充
が
期
待
さ
れ
る
在
宅
医
療

に
お
い
て
は
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
多
職
種
が
関
わ

る
こ
と
か
ら
、
職
種
毎
の
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
職
種
間
の
有
機
的
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
全
国
各
地
で
連
携
促
進
に
向
け
た
具
体
的
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。

特
に
離
島
・
へ
き
地
で
は
、
地
理
的
条
件
や
社
会

イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
状
況
、
さ
ら
に
慢
性
的
な
医
療

人
材
不
足
や
一
段
と
進
行
し
て
い
る
高
齢
化
な
ど
か

ら
、
限
ら
れ
た
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
い
か

に
効
率
的
・
効
果
的
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
を
整
備
し
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

五
島
市
調
剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
内
容

長
崎
県
五
島
市
は
、
長
崎
市
の
西
方
約
1
0
0
凶

の
洋
上
に
位
置
す
る
人
口

3
万
7
3
2
7
人
の
自
治

体
で
、
高
齢
化
率
は
お
・

9
%
に
上
る
(
日
年
国
勢

調
査
)
o

長
崎
県
五
島
中
央
病
院
を
中
心
と
し
た
地

域
完
結
型
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
が
、
人
口

問
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
全
国
平
均
の

2
3
3
・

6
人
に
比
べ

1
9
5
・
0
人
と
少
な
く
(
凶
年
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
)
、
こ
れ
ま
で
医
療
確
保

と
多
職
種
連
携
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
効
率
化
に

向
け
た

I
C
T
の
活
用
が
模
索
さ
れ
て
き
た
。

高
齢
者
は
複
数
の
疾
患
を
有
し
、
複
数
の
医
療
機

関
と
調
剤
薬
局
を
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、

お
薬
手
帳
を
携
行
し
て
い
な
い
患
者
も
少
な
く
な
い

(32 ) 2018年2月号療医新



-

き勤

務

の
業

ム
の

テ

局

ス

薬

シ

'ー口
って保険薬局に

処方せんを発行

-疾病予防への活用

(インフルエンザ等)

・ポリファーマシ一研究

.経済学的効果の検証

端末が且盈飽にrNSIPS情報Jを取得し、医療クラウドサーバに送信
-患者情報(ID、氏名、生年月日等)
・処方筆情報(交付目、医療機関名、医師名等)

・用法、薬剤情報

拒否

拒否、事務局に連絡*他の調剤薬局の調剤情 i
報を参照して、重複や相 。

' 互作用等をチエツヲ 次回よりお薬情報の閲覧が可能

図1 五島市調剤情報共有システムの概要と 2次利用

同意

事務局に同意書を提出

た
め
、
医
療
者
間
で
十
分
な
情
報
共
有
が
で
き
ず
に

適
切
な
指
導
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
l
ス
も
多
い
。
こ

う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
調
剤
情
報
を
共
有
し
服
薬

指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
第
1
の
目
的
と
し
て
、

五
島
市
内
全
て
の
保
険
薬
局
が
参
加
す
る
五
島
市
調

剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

図
1
に
示
す
と
お
り
、
患
者
が
処
方
筆
を
持
っ
て

保
険
薬
局
を
訪
れ
る
と
、
薬
局
で
レ
セ
プ
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
処
方
築
情
報
が
入
力
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

日
本
薬
剤
師
会
仕
様
の

N
S
I
P
S
規
格
で
出
力
さ

れ
た
情
報
を
、
調
剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
医
療
ク
ラ
ウ
ド
上
の
サ
l
バ
に
自
動
送
信
す

る
。
こ
の
情
報
は
五
島
市
の
事
務
局
に
よ
っ
て
自
動

的
に
名
寄
せ
さ
れ
る
た
め
、
全
て
の
調
剤
情
報
は
1

つ
の
記
録
に
統
合
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
意
を
得
た

上
で
情
報
を
共
有
し
服
薬
指
導
に
役
立
て
る
が
、
五

島
市
調
剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
同
意
率
は
口
年
日

月
時
点
で
五
島
市
民
の
お
・
9
%
、
来
局
患
者
に
絞

る
と
実
に
日
・
6
%
に
上
っ
て
い
る
。

情
報
は
各
調
剤
薬
局
の
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

か
ら
自
動
的
に
登
録
さ
れ
る
た
め
、
患
者
自
ら
が
管

理
す
る
必
要
は
な
く
、
た
と
え
お
薬
手
帳
を
携
行
し

て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
五
島
市
内
の
ど
の
薬
局

で
も
調
剤
履
歴
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

統
合
さ
れ
て
い
る
過
去
の
調
剤
情
報
と
突
き
合
わ
せ

て
重
複
や
相
互
作
用
等
を
自
動
的
に
検
出
し
、

p
c

画
面
上
に
赤
字
で
警
告
情
報
が
表
示
さ
れ
る
た
め
、

薬
剤
師
は
過
去
の
調
剤
履
歴
を
閲
覧
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
こ
の
警
告
情
報
を
も
と
に
服
薬
指
導
を
行
う

こ
と
で
業
務
の
省
力
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

重
複
・
相
互
作
用
が
迅
速
に
検
知
で
き
る
こ
と
か

ら
疑
義
照
会
に
つ
な
が
る
機
会
が
増
え
、
さ
ら
に
別

医
療
機
関
の
処
方
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
疑
義
照
会
が

な
さ
れ
る
等
、
以
前
の
疑
義
照
会
と
は
質
が
異
な
っ

て
き
た
と
い
う
声
が
医
療
者
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。

調
剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
導
入
が
も
た
ら
す

経
済
的
効
果

本
シ
ス
テ
ム
は
、
五
島
市
全
域
の
調
剤
レ
セ
プ
ト

情
報
を
収
集
・
蓄
積
し
て
い
る
点
、
毎
日
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
が
収
集
さ
れ
る
点
、
調
剤
履
歴
を
全
て

蓄
積
し
て
い
る
点
、
住
基
ネ
ッ
ト
か
ら
正
し
い
患
者

属
性
を
取
得
で
き
る
点
、
そ
し
て
処
方
築
単
位
で
日

別
の
細
か
い
情
報
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

点
な
ど
、
他
の
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
な
い
特
性

を
有
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
服
薬
指
導
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
は
別
に
、
個
人
情
報
を
削
除
し
た
匿
名
化
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
医
療
ク
ラ
ウ
ド
上
に
作
成
し
、
こ
の
匿
名

化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
医
療
経
済
学
的
効
果
の

検
証
や
予
防
医
学
へ
の
応
用
を
開
始
し
た
。

ま
ず
、
調
剤
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ

て
、
ど
の
程
度
の
経
済
学
的
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か

を
U
年
度
か
ら
3
年
間
に
わ
た
っ
て
検
証
し
て
み

た
。
サ
ー
バ
に
残
る
重
複
・
相
互
作
用
発
生
件
数
を

検
索
し
、
変
更
・
修
正
・
削
除
が
行
わ
れ
た
処
方
集

情
報
の
ロ
グ
を
抽
出
し
た
。
そ
し
て
、
厚
生
労
働
省

が
規
定
し
た
薬
価
基
準
を
も
と
に
、
抽
出
し
た
ロ
グ

の
個
々
の
薬
剤
に
つ
い
て
薬
価
を
算
出
し
、
薬
剤
費

削
減
効
果
を
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
相
互
作
用
を
指
摘
さ
れ
た
処
方
が
年

平
均
3
0
7
2
件
(
0
・
m
m
%
)
、
薬
効
成
分
重
複

を
指
摘
さ
れ
た
処
方
が
3
9
3
3
件
(
0
・
U
%
)
、

そ
し
て
薬
効
分
類
重
複
を
指
摘
さ
れ
た
処
方
が
1
万

1
0
7
7
件
(
1
・
侃
%
)
で
あ
っ
た
。
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… 総特集一 蓄積データの効果的2次活用を考える
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(感染症情報センターの長崎県感染症発生動向調査速報より作成)

https:/ /www.pref.nagasakijp/bunrui/hukushi-hoken/kansensho/kansen-c/ 

図2 インフルエンザ患者数の速報値(感染症情報センター)と抗インフル工ンザ薬の処方数(五島市調剤情報共
有システム)との比較・推移
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(感染症情報センターの長崎県感染症発生動向調査速報、国立感染症研究所の感染症発生動向調査週報より作成)

https:/ /www.pref.nagasakijp/bunrui/hukushi-hoken/kansensho/kansen-c/ 

https://www.niid.gojp/niid/ja/idwr一dl/2017.html

図3 インフル工ンザ発生動向 (2017年)

新医 療 2018年2月号 (34) 



し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
処
方
を
追
跡
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
多
く
は
医
療
機
関
同
士
の
連
携
等
に

よ
っ
て
適
切
に
対
処
さ
れ
て
お
り
、
削
除
に
至
っ
た

処
方
は
、
相
互
作
用
が
平
均
0
・
8
%
、
薬
効
成
分

重
複
が
平
均
7
・
1
%
、
薬
効
分
類
重
複
が
平
均
1
・

7
%
と
僅
か
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
結
果
、

本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
医
療
費

削
減
効
果
は
、
年
平
均
1
2
0
万
円
程
度
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
た
。

今
後
は
、
本
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
促
進
し
て
服
薬

と
医
療
費
の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
数

量
と
金
額
を
調
査
す
る
だ
け
で
な
く
、
ポ
リ
フ
ァ

l

マ
シ

l
に
関
し
て
も
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

蓄積データの効果的2次活用を考える

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状
況
把
握
や

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
処
方
の
情
報
活
用

本
シ
ス
テ
ム
で
は
日
々
の
調
剤
情
報
が
蓄
積
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
流
行
性
疾
患
等
の
治
療
薬
を
追
跡
す

る
こ
と
で
流
行
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
薬
(
オ
セ
ル
タ
ミ
ピ
ル
リ
ン
酸
塩
、
ザ

ナ
ミ
ピ
ル
水
和
物
、
ラ
ニ
ナ
ミ
ピ
ル
オ
ク
タ
ン
酸
エ

ス
テ
ル
水
和
物
、
ベ
ラ
ミ
ピ
ル
水
和
物
)
の
調
剤
数

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
試
み
た
。

現
在
、
我
が
国
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
動
向
調

査
は
国
立
感
染
症
研
究
所
が
行
っ
て
お
り
、
全
国
約

5
0
0
0
の
定
点
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
数
を
集
計
し
て
保
健
所
管
轄
区
域

毎
に
発
生
数
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
は
、
地

域
医
療
に
従
事
す
る
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

一一 総特集 一一

民
に
と
っ
て
も
大
変
有
用
な
情
報
と
な
っ
て
い
る

が
、
週
毎
の
報
告
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
流
行
状
況

と
は
数
日
間
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
し
ま
う
。

こ
の
他
に
も
、
国
立
感
染
症
研
究
所
と
側
E
M
シ

ス
テ
ム
ズ
が
、
薬
局
の
処
方
情
報
を
集
計
し
て
感
染

症
の
流
行
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
薬
局
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
定
点
医
療
機
関
に

よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
動
向
調
査
の
結
果
と
高

い
相
関
を
示
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
参
加
薬
局
数
が
初
%
程
度
と
比
較
的
少
な

く
、
都
道
府
県
毎
に
大
き
な
聞
き
が
あ
る
こ
と
が
問

題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

図
2
に
示
す
通
り
、
凶
年

1
日
年
、
日
年
j
M山年、

同
年

1
げ
年
の

3
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
の
処
方
数
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
動
向
調
査
の
結
果
と
極
め
て
高

い
相
関
を
示
し
た
。
し
か
も
、
本
シ
ス
テ
ム
に
は
五

島
市
内
の
全
調
剤
薬
局
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
調
剤
情
報
が
ア
ッ
ブ
ロ
ー
ド
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
の
速
報
と

比
べ
る
と
、
よ
り
早
く
、
よ
り
広
域
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
症
動
向
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
情
報
を
地
域
医
療
と
予
防
啓
発

に
活
用
す
る
た
め
に
、
日
年
j

M
年
の
シ
ー
ズ
ン
か

ら
地
区
ご
と
、
年
齢
区
分
ご
と
の
詳
細
な
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
の
調
剤
情
報
を
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、

教
育
委
員
会
、
保
育
関
連
団
体
、
社
会
福
祉
施
設
等

に
毎
日
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

こ
の
配
信
を
始
め
て
か
ら
、
図
2
の
通
り
、
感
染

症
情
報
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
数
が
過

去
2
年
間
減
少
傾
向
に
あ
る
。
日
年

1
口
年
の
シ
ー

ズ
ン
で
は
、
長
崎
県
内
で
五
島
市
の
み
警
報
が
発
令

さ
れ
な
か
っ
た
(
図

3
)
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
処
方
数
の
配
信
情
報
を
ど

の
程
度
活
用
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
げ
年
7
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

対
象
は
前
述
の
情
報
配
信
先
的
施
設
で
、
回
収
率
は

お
・
8
%
で
あ
っ
た
。

n
・
4
%
の
施
設
が
ほ
ぼ
毎

日
確
認
し
て
お
り
、
時
々
確
認
し
て
い
た
施
設
を
含

め
る
と
幻
・
7
%
に
上
る
。
ほ
ぼ
卯
%
の
施
設
で
は

施
設
内
で
共
有
さ
れ
て
お
り
、
数
値
が
増
え
た
際
に

各
々
の
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
対
策
を
講
じ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
配
信
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
数

の
抑
制
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
広
く
活
用

さ
れ
、
予
防
啓
発
に
貢
献
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

今
後
の
医
療
情
報
共
有
化
推
進
と

各
種
デ
ー
タ
統
合
の
方
向
性

I
C
T
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
っ
て
、
医

療
情
報
の
共
有
に
関
す
る
技
術
的
問
題
は
、
そ
の
多

く
が
解
決
可
能
な
時
代
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

I
C
T
に
よ
る
医
療
情
報
共
有
化
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
た
シ
ス
テ
ム

構
築
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
会
実
装
を
見
据
え
た

運
用
面
の
整
備
が
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
に
は
、
コ
ス
ト
面
も
含
め
て
持
続
可
能
な
運
用

を
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
、
行
政
を
は
じ
め
地
域
住

民
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
た
、
蓄
積
デ
l
タ
を
解
析
す
る
こ
と
で
地
域
医

療
の
「
見
え
る
化
」
が
可
能
と
な
り
、
保
健
医
療
行

政
が
担
う
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
貴
重
な
資
料
を
提

供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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一 総特集… 蓄積データの効果的2次活用を考える

今
後
は
各
種
デ

l
タ
を
連
結
・
統
合
し
、
さ
ら
に

人
工
知
能
等
の
革
新
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
将
来
的
に
は
住
民
の
健
康
問
題
全
般
に
関

わ
る
基
盤
シ
ス
テ
ム
へ
と
発
展
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
便
利
で
省
エ
ネ
型
の
社
会
構
築
に
向
け
て
、
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
構
想
が
求
め
ら
れ
る
。

※

※

 

前
田
隆
浩
(
ま
え
だ
・
た
か
ひ
ろ
)
・

ω年
佐
賀
県
生

ま
れ
。
初
年
長
崎
大
医
卒
。
同
大
医
学
部
附
属
病
院
放

射
線
科
・
内
科
、
佐
世
保
市
立
総
合
病
院
、
泉
川
病
院
、

塚
崎
病
院
、
五
島
中
央
病
院
等
を
経
て
、
長
崎
大
医
学

部
附
属
病
院
総
合
診
療
部
講
師
・
助
教
授
。
ロ
年
か
ら

同
大
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
先
進
予
防
医
学
共

同
専
攻
地
域
医
療
学
分
野
教
授
(
同
大
保
健
・
医
療
推

進
セ
ン
タ
ー
離
島
・
へ
き
地
医
療
教
育
研
究
分
野
部
門

長
、
同
大
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
離
島
・
へ
き

地
医
療
学
講
座
教
授
、
離
島
医
療
研
究
所
所
長
兼
務
)
。
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